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暑い夏、熱中症にご用心！

　人間の体には暑さに対して、汗をかいて体温の上昇を防ぐはたらきが
あります。しかし、体内の水分や塩分（ナトリウム）などが不足し、こ
のはたらきが崩れることにより発生する症状を熱中症といいます。症状
には、主に右表のようなものがあります。

　梅雨が終わると、暑い季節がやってきます。熱中症を予防して、暑い夏を乗り切りましょう。

熱中症とは?

　加齢により、暑さに対する感覚が弱くなる高齢者や、体温調節機能が未熟な乳幼児などは注意が必要です。
　また、肥満の方、持病や障がいのある方、体調が悪い方、暑さに慣れていない方も注意が必要です。

どんな人に注意が必要？

　熱中症は、特に予防が重要です。バランスの良い食事や十分な睡眠など、規則正しい生活が基本になりますが、
それに加えて、次のポイントに気を付けて熱中症を予防しましょう。
・暑さを避ける
　直射日光を避けて日陰に移動する、帽子や日傘をさす、適切に空調を活用する（屋内でも熱中症の危険がありま
　す）、薄着になるなど
・こまめな水分補給（ナトリウムなどを補える麦茶や経口補水液がおすすめです）
・天気予報などで暑い日をチェック
・暑い日の屋外の作業などの際は、必ず誰かに声をかけておく
・冷却グッズの活用

熱中症予防について

　熱中症が疑われる場合は、すぐに涼しい場所に移動して体を
冷やしましょう。水分補給を自力で出来ない、呼びかけに対す
る反応がない、もしくは反応が鈍い時は、すぐに救急車を呼ぶ
など、速やかに医療機関を受診するようにしましょう。

熱中症かもと思ったら

　【問合せ先】健康増進課　☎ 029－240－7134（直通）

熱中症の症状（一例）
軽　症 めまい、こむらがえり など
中等症 頭痛、嘔吐 など
重　症 意識障害 など

日 曜日 事　業　名 
受付時間

8:30 ～ 10:00　

　　15:30 ～ 19:3
0
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8:00 ～ 12:00

13:00 ～　　　

13:30 ～ 14:00

9:00 ～ 11:30
9:45 ～ 10:00

13:00 ～　　　

大腸がん検体回収
14日も同時刻に実施

（14日は17:30～18
:30にも実施）

健康診査【午後】

（ゆうゆう館・完全
予約制)

総合健康診査
（ゆうゆう館・完全

予約制)

健康診査【午前】

（ゆうゆう館・完全
予約制)

1歳6か月児健康診査(
時間指定制）

パパママ教室(妊娠・出
産編)(予約制）

健康相談
8～9か月育児相談

3歳児健康診査(時間
指定制）
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